
 

【特別講義レポート】3Dプリンタ×表面処理技術が拓くモノづくりの未来 

～佐賀大学 理工学部 長谷川先生による特別授業～ 

7 月 1 日、「SAGA 唯一無二の学校魅力化促進事業」の

一環として、佐賀大学理工学部 機械工学部門の長谷川裕

之先生をお招きし、最先端の機械工学に関する特別講義を

実施しました。 

今回の講義には、機械システム科・電子科 3 年生の各課

題研究班やロボット研究部の生徒。さらに将来は高等教育

機関で工学の学びを深めたいと願う各科の進学希望生徒

たちが参加し、未来のものづくりの可能性について熱心に

学びました。 

私たちの身近にある 3D プリンタから、未知のプラズマ

技術まで、これからの「モノづくり」の可能性が大きく広が

る内容をご紹介します。 

1. 摩擦を科学する「トライボロジー工学」とは？ 

皆さんは「トライボロジー」という言葉を聞いたことがあ

りますか？これは「摩擦・摩耗・潤滑」を研究する機械工学

の重要な分野です。 機械が動くときには必ず「摩擦」が発

生し、エネルギーのロスや部品の摩耗（削れ）を引き起こし

ます。トライボロジーを極め、摩擦をコントロールすること

は、機械の省エネルギー化、長寿命化、そして安全性の向上

に直結し、よりよい社会づくりに欠かせない技術となって

います。 

 

 

2. 3Dプリンタの弱点を「表面処理」で克服！ 

複雑な形状を簡単に作れることで注目される 3Dプリン

タ（FDM方式など）ですが、実は「表面が粗い」「強度が足り

ない」「熱に弱い」といった課題を抱えています。 そこで活

躍するのが、物質の第 4の状態と呼ばれる「プラズマ」を利

用した最新の表面処理技術（コーティング）です。 
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* プラズマで高機能化： 真空中でプラズマを発生させ、

部品の表面にセラミックスや炭素系材料（DLC：ダイヤモン

ドライクカーボンなど）の非常に薄く硬い膜を作ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* モノづくりの進化： これにより、安価で加工しやすい材

料であっても、表面だけを「超硬合金並みに硬く、摩擦が少

ない（滑りやすい）」状態に進化させることができ、部品の飛

躍的な高寿命化が可能になります。水や油を弾く「撥水性」

をコントロールすることも可能です。 

 

3. 佐賀大学で広がる「工学」の学び 

佐賀大学理工学部では、こうした最先端の研究を通じて、これからの産業構造の変化に適応できるエンジニアを

育成しています。  

【進路を考える皆さんへ】 高校での学び（数学や物理、工業系の専門科目）は、こうした最先端の技術開発にすべ

て繋がっています。大学でのより深い研究や、未来のモノづくりに興味を持った方は、ぜひ佐賀大学の取り組みもチ

ェックしてみてください。 

 

 

       高校での学びが、未来の最先端技術へつながる 

長谷川先生からは、講義の最後に進路を考える生徒たちへ向けて、次のような大変温かいメッセージをいただき

ました。「高校の日々の授業で学んでいる数学や物理、そして工業系の専門科目の知識は、すべてこうした最先端の

技術開発の基礎として繋がっています」 

この言葉は、日頃の座学や実習の重要性を改めて再認識させ、大学でのより深い研究や未来のものづくりへの興

味を大きくかき立てる素晴らしい動機付けとなりました。 

 

本校では、今後も大学や地域産業界等との強固な協働（ハイブリッド・プロジェクト）を通じて、本校独自の強みを

磨き上げ、次世代のものづくり産業を担う人材を育成・輩出してまいります。 

 

長谷川先生、大変お忙しい中、本校の生徒たちのために貴重なご講義を本当にありがとうございました・ 

 

 


